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論 文 内 容 の 要 旨
各種ホルモンの代謝に及ぼす影響については多くの研究が行なわれてきたが, 呼吸系に及ぼす影響につ
いての研究は少ない｡ 著者は甲状ホルモン, 各種副腎皮質ホルモン, プロゲステロンと呼吸機能の関係を
追求するため, これらホルモン分泌に異常を示 した内分泌疾患患者およびホルモン投与者について, 換気
および血液ガス分析を行なった｡ .この中, 特に興味ある成績を示したアル ドステロン症については, 炭酸
ガス吸入による呼吸中枢感受性試験を行ない, アル ドステロンの呼吸中枢に及ぼす影響についても検討 し
た｡
その成績を要約すると, 各種内分泌疾患の安静時換気, 血液ガス分析成績では, 1 ) 甲状腺機能先進症
における過剰換気は代謝克進による炭酸ガス産生の増加によるもので, 動豚血炭酸ガス分圧は高いとの報
告もあるが, 著者の成績では正常またはやや低値を示 し, 呼吸中枢の感受性が一般に高いことを認めた｡
甲状腺中毒クリーゼ状態で測定 した 1症例では, 強い代謝性アシ ドー シスにもかかわらず炭酸ガス分圧は
低値をとらず炭酸ガス産生の克進が換気能に勝っていることを示唆 した｡ 2 ) 甲状肪機能低下症では酸素
飽和度は低値, 炭酸ガス分圧は高値を示 し肺胞換気量も低値を示した｡ 3 ) 原発性アル ドステロン症患者
は全例代謝性アルカローシスを呈 したが, 炭酸ガス分圧は高値とならず換気量の低下 も認 めなかった｡
4 ) クッシンダ氏症候群患者 5例中 1例に代謝性アルカロ- シスを認め, 5例のアジソン氏病患者にアシ
ド･- シスを呈するものはなかった｡ 5 ) 慢性肺気膜患者にプロゲステロンを投与 した実験では全例に炭酸
ガス分圧の低下, 換気量の増加を認めたが, 呼吸困難は軽減されなかった｡
代謝性アルカロ- シスでは低換気, 高炭酸ガス分圧を塁 し, 炭酸ガス吸入試験でも低い換気反応, 低い
呼吸中枢感受性を示すと言われているが, 上記アル ドステロン症患者では高炭酸ガス分圧を示さず, 呼吸
中枢感受性に変化のあることが想像された｡
上の機転を明らかにするため, 原発性アル ドステロン患者, アル ドステロン投与健常者, 重炭酸ソーダ
投与健常者等の各秤代謝性アルカロ- シスにおける炭酸ガス吸入試験を試みたC. その轄私 1 ) 蚕炭酸ソ
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ーダ投与によりアルカローシスを呈 した例では対照例に比 し炭酸ガス吸入に対 し低い換気反応を示 した｡
呼吸中枢感受性を示す指数, 単位動豚血炭酸ガス分圧の上昇に対する換気量の増大分 AウE/A P a c o 2単札血
渠中水素イオン濃度の上昇に対する換気量の増大分 AウE/A (H 十)p はいずれ も正常例 に比 し低値を示 し
た｡ 2 ) 重炭酸ソーダ投与にもかかわらず, pH 7.45 以上に至らなかった例では対照例との問に有意差を
認めなかった0 3 ) 原発性アル ドステロン症では一般に換気反応, 呼吸中枢感受性ともに高い傾向を示 し
たが, その値は変動が大きく, 統計上対照例との比較はできなかった｡ 4 ) アル ドステロン投与健常例で
ち, アル ドステロン症と全く同様の傾向を認めた｡ すなわち, 過アル ドステロン状態では, 呼吸中枢感受
性は高いものが多いが変動が大きく, この変動の大きいことが一つの特徴をなすものと思われた｡ アル ド
ステロンの作用により炭酸ガス吸入中も水素イオンが積極的に細胞内にとりこまれることが予想され, こ
のため細胞内水素イオン濃度の上昇に対する換気量の増大分を検討することが望まれる｡ 著者は ドナン膜
平衡が成立することを仮定 し, 赤血球内水素イオン濃度 (H 十)C を算出し, 単位赤血球内水素イオン濃度
の上昇に対する換気量の増大分 AVE/A(H +)C を求め, 呼吸中枢細胞内水素イオン濃度の上昇に対する換
気量の増大分を類推せんと試みたが, この値 AウE/A (H 十)C は AウE/A(H 十)p に比べより鋭敏な指標とは
ならなかった｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は甲状腺ホルモン, アル ドステロン, プロゲステロン, 副腎皮質ホルモンの呼吸機能におよぼす影
響について臨床研究を行なった｡
慢性甲状腺機能冗進症では呼吸中枢の感受性が高 く, 過剰換気の傾向を示 した｡ しかし甲状腺中毒クリ
- ゼでは, アシド- シスとなり換気の相対的不足をもたらした｡ 甲状碑機能低下症では呼吸能は低下 し,
酸素飽和度の低下, 炭酸ガス分圧は上昇 した｡ アル ドステロン症 (原発性および人工的) ではアルカロ-
シスを呈 しながら, 呼吸中枢の炭酸ガスに対する感受性は高 く, したがって炭酸ガス分圧の上昇, 換気量
の低下は認められなかった｡ プロゲステロンの投与により慢性肺気腫患者は換気量の増大, 炭酸ガス分圧
の低下を認めたが, 臨床的な呼吸困難は改善されなかった｡ クッシング症候群およびアジソン氏病では呼
吸能に著変を認めなかった｡
本論文は学問的にも臨床的にも有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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